
 12月定例会に提出された議案と審議結果は次のとおりです。 議案等の審議結果 
◆市長提案

件　　　　名 審議結果

第７号 専決処分の承認を求めることについて
（衆議院議員選挙費） 承認

◆議員提案 ◆請願

件　　　　名 審議結果
第９３号
第９４号
第９５号
第９６号
第９７号

第９９号
第１００号
第１０１号

市道路線の廃止について
令和６年度深谷市一般会計補正予算（第６号）
令和６年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
令和６年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和６年度深谷市水道事業会計補正予算（第１号）

令和６年度深谷市一般会計補正予算(第７号)
令和６年度深谷市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
令和６年度深谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

可決
可決
可決
可決
可決

可決
可決
可決

可決

議案番号 件　　　　名 審議結果

第５号

第４号 深谷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例

福祉医療機構が行う、社会福祉施設職員等の退職
手当共済に掛かる公費助成の継続を求める意見書 可決

可決

請願番号 件　　　　名 審議結果

第３号
「福祉医療機構が行う、社会福祉施設職員等の
退職手当共済に掛かる公費助成の継続」の意見
書の提出を求める請願書

採択

報告番号 議案番号

件　　　　名 審議結果

可決

可決

可決

可決

第９２号

第９１号

第９０号

第８９号

第８８号

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について

工事請負契約の変更契約の締結について

（東方公園等）

（花園地域物産館アルエット）

（岡部ふるさと物産センター）

（原郷上野台線雨水管切り回し工事）

深谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決
議案番号

※議長は可否同数のみ採決に参加します。

【 〇：賛成、×：反対 】

会　派　名 深谷同志会 深和会 公明党 元氣会日本共産党 小林ミルク無会派
議  員  名

議  案  等
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可　決

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○議
長
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議案Q&A・請願・人事案件・採決表

▼
請
願
第
３
号
（
採
択
）

　

「
福
祉
医
療
機
構
が
行
う
、
社
会
福
祉
施
設
職
員
等
の
退

職
手
当
共
済
に
掛
か
る
公
費
助
成
の
継
続
」
の
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
請
願
書

　

深
谷
市
民
間
保
育
協
議
会
会
長　
　
　
　

荒
木　
　

美
穂

　　

人
権
擁
護
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

荒
木　
　

宏
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

関
根　

千
鶴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

細
野　
　

佳
司

※

請
願
・
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
敬
称
略

　

国
民
健
康
保
険
税
率
の
改
正
に
よ
る
影
響
は
ど
の
程
度
な

の
か
。

　

税
率
改
正
の
影
響
で
、
国
保
税
の
調
定
額
は
約
２
億
円
の

増
額
を
見
込
ん
で
い
る
。
国
保
加
入
世
帯
の
約
85
％
の
世
帯

で
平
均
約
１
万
円
程
度
の
増
額
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に
よ
る
影

響
額
や
、
影
響
す
る
世
帯
数
は
。

　

課
税
限
度
額
改
正
の
み
の
影
響
で
は
、
国
保
税
の
調
定
額

は
６
５
０
万
円
の
増
額
で
、
改
正
後
の
限
度
額
の
適
用
を
受

け
る
世
帯
は
、
２
８
７
世
帯
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

昨
今
の
物
価
高
騰
の
中
で
暮
ら
し
へ
の
影
響
の
不
安
が
高

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
今
で
も
高
す
ぎ

て
支
払
い
の
で
き
な
い
国
民
健
康
保
険
税
を
さ
ら
に
引
き
上

げ
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
市
民
の
暮
ら
し
が
大
変
に
な
る
た

め
、
こ
の
議
案
に
反
対
す
る
。　
　
　
　
　
　

 

鈴
木　

三
男

　

県
の
運
営
方
針
に
合
わ
せ
て
国
保
税
率
を
変
え
る
こ
と
は
、

県
内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
世
帯
構
成
、
所
得
で
あ
れ

ば
同
じ
保
険
税
と
す
る
こ
と
、
保
険
税
水
準
の
統
一
を
目
的

と
し
て
い
る
。
今
後
、
持
続
可
能
な
国
保
の
運
営
を
考
え
れ

ば
致
し
方
な
い
と
考
え
る
。
深
谷
市
は
、
急
激
な
負
担
増
に

配
慮
を
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
、
こ
の
議
案
に
賛
成
で
あ
る
。

五
間
く
み
子

　

保
険
税
水
準
の
統
一
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
県
内
全
市

町
村
で
同
じ
税
率
を
設
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
加
入
者
の

受
益
と
負
担
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
財
政
運
営
を
改

善
し
て
い
く
事
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
の
議

案
に
賛
成
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

繋　

由
香

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

　
　

条例
　
　
Q　

　
　
　
A　

　
A 　

　
Q

　
　

　

埼
玉
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
及
び
令
和
６
年
度
税

制
改
正
を
踏
ま
え
、
保
険
税
率
及
び
課
税
限
度
額
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

補正

反
対
討
論

賛
成
討
論

　

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
65
歳
以
上
の

対
象
市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ふ
か
や
、
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

ビ
ス
と
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
他
に
、
自
治
会
に
向
け
た
回

覧
板
の
作
成
を
準
備
し
て
い
る
。

　

渋
沢
栄
一
政
策
推
進
事
業
に
お
い
て
、
青
森
県
三
沢
市
に

あ
る
渋
沢
栄
一
、
渋
沢
敬
三
の
銅
像
の
寄
付
受
入
に
伴
う
移

設
場
所
は
。

　

渋
沢
栄
一
の
銅
像
は
深
谷
市
役
所
敷
地
内
に
、
渋
沢
敬
三

の
銅
像
は
大
寄
公
民
館
の
敷
地
内
に
設
置
す
る
。

　

福
祉
総
合
相
談
事
業
に
お
け
る
住
居
確
保
給
付
金
の
詳
細

と
補
正
額
の
積
算
根
拠
は
。

　

住
居
確
保
給
付
金
は
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
離
職
・
廃

業
後
２
年
以
内
で
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
個
人
の
責
任
・
都

合
に
よ
ら
ず
に
給
与
等
を
得
る
機
会
が
離
職
・
廃
業
と
同
程

度
ま
で
減
少
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
住
居
を
失
っ
た

り
、
失
う
お
そ
れ
が
あ
る
時
に
、
家
賃
相
当
額
を
原
則
３
か

月
支
給
、
最
大
９
か
月
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、
家

賃
相
当
額
は
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
を
準
用
し
て
い
る
。
今

回
の
補
正
額
の
根
拠
は
９
月
末
時
点
で
の
支
給
世
帯
の
方
へ

の
延
長
や
再
延
長
分
と
、
上
半
期
の
実
績
を
踏
ま
え
毎
月
２

世
帯
ず
つ
の
新
規
の
申
請
を
見
込
ん
で
１
１
６
万
１
千
円
の

補
正
額
を
計
上
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
支
給
事
業
の
制
度
改
正
で
支
給
対
象
が
拡

大
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額
補
正
だ
が
、
改
正
内
容
は
。

　

第
３
子
以
降
に
係
る
加
算
額
の
引
き
上
げ
、
及
び
所
得
制

限
限
度
額
の
引
き
上
げ
で
あ
る
。

　
　
Q　

　
　
　
A　

　
A　

　
A　

　
A 　

　
Q　

　
Q　

　
Q

　

所
得
制
限
の
限
度
額
が
引
き
上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
新
た

に
対
象
と
な
る
方
は
、
自
分
で
判
断
が
で
き
る
の
か
。

　

所
得
の
関
係
等
で
支
給
停
止
と
な
っ
て
い
る
方
な
ど
市
で

把
握
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
手
続
き
の
必
要
は
な
い
が
、

そ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

地
域
通
貨
推
進
事
業
に
お
い
て
、
以
前
20
％
還
元
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
要
望
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
は
。

　

令
和
５
年
12
月
と
同
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
場

合
、
予
算
規
模
は
12
億
円
、
チ
ャ
ー
ジ
分
は
10
億
円
、
ポ
イ

ン
ト
バ
ッ
ク
分
で
２
億
円
が
必
要
と
な
る
。
国
で
は
、
令
和

６
年
度
補
正
予
算
案
が
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
自
治

体
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
の
財
源
と
な
る
重
点
支
援
地
方
交

付
金
等
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
の
で
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
対
応
を
検
討
す
る
。

　
　
Q　

　
　
　
A　

　
A 　

　
Q

　
　

　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業
や
地
域
通
貨
推
進
事
業
な

ど
、
合
わ
せ
て
７
億
５
，
８
４
５
万
７
千
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。
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令和６年度補正予算など議案等18件を審議
国民健康保険税条例の一部を改正する条例や

請
願
の
審
議
結
果

人
事
案
件

あ
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ひ
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じ

せ
き   

ね　
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ほ
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よ
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じ
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ほ

令和６年第４回定例会は11月25日に開会し、12月13日までの19日間の日程で開かれました。

今定例会では、市長から15件、議員から２件の議案が提出されました。また、請願１件の提出が

あり、それぞれ審議を行いました。

これらの議案についての審議結果は、３ページの表のとおりです。

令和６年第４回定例会は11月25日に開会し、12月13日までの19日間の日程で開かれました。

今定例会では、市長から15件、議員から２件の議案が提出されました。また、請願１件の提出が

あり、それぞれ審議を行いました。

これらの議案についての審議結果は、３ページの表のとおりです。

第９８号 深谷市市長、副市長及び教育長の給与等に関す
る条例等の一部を改正する条例

全会一致とならなかった提出案件審議結果と各議員の賛否一覧
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